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創意開発技術賞第18回国土技術開発賞

応 募 者 名：ジェコス株式会社
技術開発者：ジェコス株式会社　岩﨑 伸一

技術の概要
　土留め支保工の重要部材である切梁は従来よりＨ形鋼を利用してい
る。開断面であることから座屈性能を確保するために中間杭による部
材中間の支点（６～８ｍ間隔）を必要とする。中間杭は地下工事の能
率向上を阻害しているのみならず、構造躯体を貫通するため止水性な
ど施工品質向上の課題となっている。また、火打ち材が必要であり、
多くのボルト接合部が施工能率向上の課題ともなっている。これらの
課題を解決するため「角形鋼管切梁」を開発した。

①品質向上
　鉄筋補強、止水処理、中間杭撤去が不要となり、躯体の品質が向上。
②工期短縮
　中間杭不要で、部材接合方法も簡略化。
③安全性向上
　作業時間短縮、杭打設重機作業の削減で安全性向上。
④作業効率向上
　作業空間が広がり、掘削や躯体工事の能率が向上。
⑤経済性向上
　中間杭不要で経済性も向上。

技術の効果

技術の特徴
　土留め支保工の切梁に閉鎖断面である角形鋼管を利用することによ
り、同じ作用軸力下では座屈長を長くでき、結果として中間杭を省略
できる。（□４００材で１８ｍまで中間杭不要）

　また、切梁間隔を拡大することも可能となる。
　従来型土留め材料との互換性を確保するため、腹起しは従来のＨ形
鋼部材とし切梁は角形鋼管部材とすることが可能な接合用部品も考案
している。本技術は切梁式土留め工法で切梁を水平に架設するすべて
の土留め工事に適用できる。

角形鋼管切梁
ＥｃｏラムⓇ工法

図－１　従来型土留め工

図－２　角形鋼管切梁による土留め工

図－３　角形鋼管切梁

図－４　躯体貫通部（躯体品質向上）
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風雪の影響を低減する
都市設計シミュレーションの開発

技術の概要
　本技術は、雪や寒さなど冬季の屋外
環境が厳しい積雪寒冷都市において、
冬季の屋外公共空間での風雪の影響を
低減するため、粉体風洞実験装置を用
いた都市設計シミュレーションの手法
を開発した、従来にはない先駆的な技
術である。 写真－1 風雪シミュレーションを用いて設計された「キタカラ」

（建築面積2338㎡，延床面積6785㎡，設計：㈱北海道日建設計）
（出典：稚内駅前地区市街地再開発事業組合）

図－1　都市デザインと風雪シミュレーションを関連づけた積雪寒冷都市の新たな都市設計手法
　（受賞者は実際に稚内駅拠点施設の再開発計画の策定に参画し、本技術の都市設計手法が計画設計において採用された）

写真－2　稚内駅前地区再開発計画に
おける粉体風洞実験の写真

効果1）「キタカラ」周辺での積雪を低
減（写真－１、２ 図－１）

　冬季において再開発ビルの出入口や
バス乗降部分では、雪の吹きだまりが
できにくくなり、歩行者空間を適切に
確保できた。
効果2）都市設計ガイドラインの開発
　札幌市都心部を対象に、雪の吹きだ
まりや強風域ができにくい都市設計ガ
イドラインを開発した。
効果3）風雪シミュレーションを用い

た除雪エネルギー量の把握
　本技術をもとに都市空間の積雪量を
算出し、除雪や融雪に要するエネル
ギー量と、それに伴うCO2排出量を明
らかにし、環境負荷に貢献する都市空
間を明らかにした。

技術の効果

技術の特徴
　市街地再開発事業などでは環境影響
評価が行われるが、積雪寒冷都市にお
ける風雪の影響は検討されていなかっ
た。本技術は、都市設計計画案に対し
て、粉体風洞実験装置を用いた風雪シ
ミュレーションを同時並行で数回実施
し、屋外公共空間に雪の吹きだまりや
強風域を低減するための分析を行い、
都市設計計画案にフィードバックする
もので、風洞実験を行いながら都市設
計を進めるという、全く新しい都市設
計の手法である。
　従来は、風洞実験装置を用いて、風
の影響を低減する都市設計の技術、お
よび風＋雪の影響を低減する建築設計
の技術はあったが、風＋雪の影響を低
減する都市設計の技術は本技術が世界
で初めてである。
本技術は、積雪寒冷都市における新た
な都市設計手法となり、実際に稚内駅
前地区市街地再開発事業において適用
された。
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PC構造物の現有応力を測定する
スリット応力解放法の開発
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技術の概要
　本技術は、ＰＣ構造物の現有応力を測定するための技術です。測定
対象箇所にスリットを切削し、応力解放した際のひずみを光学的全視
野ひずみ計測装置（写真－１）により計測し、計測値を元に応力解放
を再現したＦＥＭ解析を行う事で作用応力を算出するという画期的な
技術です。

　従来法は、高コストで作業性や専門性が必要とされ、また測定精度
が低いという問題があった。しかし、今回開発されたスリット応力解
放法は、測定精度が高く、作業性が良く専門性が不要で躯体に与える
ダメージが少ないといった数多くの長所を持ち、採用実績を伸ばして
いる。特に測定精度が高いことからＰＣ橋の安全性確認、定期的な維
持管理および補修・補強設計の基礎データを得る目的で大変有用であ
ると評価を頂いています。下記の写真は、スリット切削状況（写真－
２）、光学的全視野ひずみ計測装置で画像を撮影している状況（写真
－３）です。

技術の効果技術の特徴
　スリット応力解放法の測定フローは（図－１）に示すとおりである。
本方法の特徴は、①開発した光学的全視野ひずみ計測装置による解放
ひずみの高精度測定、②ＰＣ構造物の解放ひずみ測定のための合理的
な切削方法の適用、③２点間距離変化率という解放ひずみの新しい評
価法、④現有応力を推定するためのＦＥＭモデルを用いた解析手法に
ある（図－２）。これらのアイデアの組み合わせにより、従来法と比
較して特に測定精度や作業性において優れた方法となっている。

鉄筋探査装置によりスリット切削位置・深さの特定

測定位置の平滑化

測定面の粉塵を除去後、画像解析用のランダムパターンを塗布

全視野ひずみ計測装置の固定金具を設置

装置を設置し応力解放前のコンクリート表面画像を撮影（初期画像）

計測装置を取り外して応力卓越方向に対して直角方向にスリット切削

再度、装置を設置し、応力解放後の表面画像を撮影（変形画像）

初期・変形画像を用いて画像解析により解放ひずみを算出

FEM解析モデルを用いて逆解析を行い、現有応力を推定

（写真－１）光学的全視野ひずみ計測装置

（図－２）解析結果事例

（図－１）スリット応力解放法の測定フロー

（写真－２）スリット切削状況

（写真－３）画像撮影状況


